
Aブロックの「食」ベスト３です。

あなたなら、どの作品を推しますか。
そして東工大生が１位に選んだのは・・・？

答えは作品のあとの講評にてどうぞ。









「食」本選Ａブロック作品講評

１　生きる   5位   3ポイント

　今週の表紙です!?
　この勇気に乾杯！　とあちこちで好評で、意図は成功、と
いったところでしょうか。
　ただ、いかんせんコンセプトがシンプルすぎ。別の漢字を混
ぜるなど、もっと遊びがほしかった。

２　気づいたこと   4位   7ポイント

　とてもシンプル、でも、その言葉ひとつひとつに「　」の重
みまで付けて持たせた気持ちの大きさが、読み手に伝わっての
高順位となりました。「親」だけじゃなく、といったフレーズ
は、母の日の気持ちの延長でしょうか。
　お茶会で作者さんと話したら、考え抜いたすえに、あのシン
プルレイアウトになったんだそうな。

３　生存への食   9位   0ポイント

　シンプル作品が続きます。
　これは議論のまだはじめの部分、という印象です。強者・弱
者へとせっかく抽象化したのですから、その先へ行きたかっ
た。
　タテ倍角は、ただ読みにくいだけなので、ご用心。

４　食に関する謎のまとめ   5位   3ポイント

　着眼のユニークさとネタのおもしろさを、まじめ風口調でう
まくくくって、その落差が楽しさを醸し出して、なかなかいい
感じでした。
　たしかにバナナの帰属は世代を超えての謎です。

５　捕食   1位   33ポイント

　わーお！　みごとに騙されましたよ猟師さん。
　おなじみのお話だから、ついつい既成観念で読んでしまう迂
闊さに、あざやかに背負い投げ。爽快爽快。再読してまた佳
し。とてもここちよい読後感でした。

　あんのじょうの圧勝首位、おめでとう！

６　新おにぎりをつくろう   8位   1ポイント



　各種おにぎり勢揃いといった賑やかさがうまく演出されてい
ました。
　少し取材を入れて細部を支えると（カレーおにぎりを○○で
販売してた、とか）、もっと具体的でおいしくなりそう。

７　本当の自分！   9位   0ポイント

　いともカンタンに覆る決意。ダイエットなんて、所詮そんな
もん。
　アイスみたいにすぐ溶けてしまう儚さを、さらっと伝えて親
近感がわきます。ラスト「少年」と呼ぶのは、ちょっと唐突
だったか。

８　殺人事件   9位   0ポイント

　「人」か？　と思いつつ、途中でやっぱり「人」じゃなさそ
うと気づいて、でもクジラとオキアミとはまた極端な対比へ持
ち込んでいただきました。
　その極端さ加減がおもしろみですが、あまりに種明かしがス
トレートなので、前半に少し伏線があると推理する楽しみが生
まれたのでは。
　本選では点が入らなかったけれど、「惜しい」に選んでくれ
た班が一つありました。

９　いただきます   3位   17ポイント

　ほんとに新聞コラムのよう。
　身近なたとえからすっと入って、さらりと広げて一般化、日
本の伝統にもきっちり言及と、コンパクトななかで堂々と王道
の展開でした。
　▽を使ってきたところなど、ワザですね。ただ、▽は段落替
わりの記号なので、もう少し少なくてもよいかも。この長さな
ら、４－５コといったところでは。

１０　感謝の気持ち   9位   0ポイント

　「いただきます」が続きます。かぶってしまったところが不
運だったでしょうか。
　こちらは、ひとつの言葉にしぼって論じて、その真剣さが伝
わってきました。
　さいごが、ちょっとお説教調になってしまったのが惜しい。
みんなこうしようよ！　じゃなくて、自分はこうしたい、とい
うまとめ方に変えたほうが、押しつけがましさがなくなって、
よりエレガント。
　こちらも本選では点が入らなかったけれど、「惜しい」に選
んでくれた班が一つありました。



１１　旅   5位   3ポイント

　哀しくも実りある人生、もといサバ生に乾杯！
　うまいなあ、さりげない朝の旅立ちのくだりなど、特に。そ
れを受けての「ありがとう。また逢う日まで」が、いつまでも
いつまでもエコーのように心に響きます。
　順位は延びなかったけれど、「サバは既にさばかれていた」
などが５つの班から支持されて、イチオシフレーズ大賞受賞で
す。おめでとう！

１２　priceless   2位   23ポイント

　天に輝くダイヤモンドリング。前回の「ひのうえのひと」さ
ん、またしてもまぶしいような輝きの作品で、しあわせ気分満
開です。
　ラストもすばらしいけれど、ナナが駆け込んできたくだり、
「あぁ、こういうことが何度あっただろう」と懐旧の情に浸る
シーンが、とてもせつなく浮かび上がって、あにいもうと、ふ
たりの歴史がくっきり輝いてみえました。


